
ＢＣＡＯ関西支部  平成 28年 1月度（第１０５回）勉強会 議事録 

 

日時：1月 20日（水）18:00～20:30 

場所：大阪市中央公会堂 No6、7会議室 

出席者：19名（順不同、敬称略） 

鷲山、日下、徳永、田中、柳父、飯田、伊藤（聖）、小友、笹平、平井、櫻本、中村、 

齊藤、別役、岡田、佐々木、林  ファシリテーター：伊藤（高）、野原 

 

勉強会テーマ： 

 「会員のニーズ発掘 ワークショップ」 

 

概要：2015年度 BCAO関西/勉強会を振り返り。 

    来期の勉強会の進め方やテーマの検討、更には BCAOの活動に対するニーズをワーク 

  ショップ形式で議論する。 

 

１．討論内容 

以下の項番（１）～（４）について、3グループ構成によるワークショップ形式で議論をいた

だく。最後に全体のまとめを行う。会員ニーズとしてでたこの内容を参考に来期支部運営、

勉強テーマ選定をおこなう。 

 

（１）2015年度ＢＣＡＯ関西支部の活動の振り返り 

  ①勉強会の日程、時間、開催頻度について 

・日程、時間、頻度はちょうどよい。 

・できれば第 3週（15～20日）は業務的に忙しいので変更してほしい。勉強会に参加で

きても開始時間が早いため仕事の都合上、支部会に出席できない場合がある。 

・支部会に出席する事で、会員の意見をより反映できるのではないか？ 

・支部会 18:30、勉強会 19:00でも良いのでは。 

 

  ②今期の勉強会テーマについての感想 

・ＵＳＪ・徳島などの外部研修がよかった。 

・外部講師を招いて講習をしてもらいたかった。 

・企業、団体の取り組んでいるＢＣＰ事例がよかった。例：「ＢＣＰ訓練事例」 

・ＢＣＡＯ関西会員のお悩み相談会がよかった。(初心者で入れるテーマがよかったと思

う。) 

・テーマに困ったことがあった。外部講師を入れるのは良いアイデアだと思う。しかし、

一方的に話を聞くだけではなく参加者も発言する時間を作るべきだと思う。 



 （２）来年度の勉強会のテーマについて（15分） 

＜勉強会テーマ＞ 

・「学校教育機関におけるＢＣＰの在り方について」が聞きたい。 

・企業から社員の家庭に対する防止対策の指導や「家庭防災対策の実施」の話が聞きた

い。 

・業界別の中小企業のＢＣＰ対策事例について （例：製造業・学校・建設業） 

・ＢＣＡＯ関西会員のお悩み相談会がよかった。 

・大学の先生の声が聞きたい。 

・水害、感染症対策等、他のリスクに対するＢＣＰなど、地域の災害、ライフラインの

寸断、和歌山県等の取組を知りたい。 

・東京と大阪の勉強会の時差が激しい。（東京の内容を大阪でライブ配信できないか？） 

・大阪地場のＢＣＰ対策を生かしたテーマにしたい。 

・各ＷＧの活動を勉強会のテーマとして活用してほしい。（ワーキンググループで話し合

った内容を勉強で発表してはどうか？） 

・初心者向けの講座はそのまま継続してほしい。そこで出た課題はそのままにするので

はなく何から一点に絞って掘り下げて議論することも必要(誰でも入れるテーマがよい

と思う。) 

・他の地域勉強会のテーマ共有（静岡の富士山噴火など）、関西に置き換えたらどのよう

になるか 

 

＜外部研修＞ 

・３月の東北研修はなくなったのか？ 

・「Ｅディフェンス」について聞きたい。 

・「関空」に視察に行きたい。 

・企業、現場視察を行いたい。 

・外部研修は、平日より休日の方が参加しやすい。 

 

 （３）BCPの取り組みで疑問に思う事、困っている事（15分） 

・ＢＣＰの訓練のやり方がわからない。 

・会社の立場が子会社の場合、どのようにＢＣＰ対策を進めていったらよいのか。親会

社の方針を考慮する必要があるため進め方に困っている。 

・ＢＣＰの取組を行っているがＢＣＰ戦略の前に対策を求められることが多く、担当者

として悩んでいる。正しいＢＣＰのプロセスを理解してもらえない。 

 

 

 



 （４）BCAOの方針、ビジョン、各組織（本部、支部、勉強会、研究会）の 

    活動等に対する意見、要望（10分） 

・データが欲しい 

・個人正会員の会費が高い。 

・東京だけでなく関西でも上級資格試験を実施してほしい。また試験内容が難しい。 

・事例が欲しい 

・スカイプなどのコミュニケーショーンツールを活かせば、遠隔地や業務都合等で会場

に来られない人でも参加できるのではないか？ 

・ワーキンググループに参加しようとしても、セミプロばかりで参加しづらい。敷居が

高い。壁がある。 

・東京と地域勉強会の差をなくしてもらいたい。（テレビ会議等で講習を受けることはで

きないか？） 

・会員の悩みを聞いてあげる機会が少ないということはまだまだ伸び代があるというこ

と。 

・東京を意識するのではなく、大阪地場のＢＣＰを中心に考えていきたい。 

・ＢＣＡＯの本部のビジョン、方針がわからない。（本部が何を考えているかどうかわか

らない） 

・ワーキンググループを作ってはどうか？ 

・東京の話では自分の悩みを解決できない 

・もうかるＢＣＰという言葉を使いたくない。 

 

２．まとめ・全体を通して 

・Ｅ－ディフェンスは、Ｗｅｂに実験スケジュールが公開されているためスケジュールを確

認して申し込みを行う。 

・会員皆が参加できるよう、初心者向けにメニューや専門家向けのメニュー等いろいろなメ

ニューを織り交ぜ勉強会を実施していきたい 

・どんどん勉強会テーマとなりそうなもの、取り上げてほしいものを意見としてあげてほし

い。 

・twitterやチャットの様なものを活用して初心者が気軽に質問できるような仕組みがほしい。 

・月例会・勉強会と異なる場として、いろいろな方が WGを立ち上げ、関西支部が活発になる

よう活動をしていきたい 

・日ごろ発言を躊躇している方も、今回はワークショップ形式で実施したことにより意見が

出しやすかったのでないかと思う。 

いろいろな方々の意見が聞けて良かった。皆さんが参加しやすい勉強会作りを今後もおこな

って行きたい。 

  



３．事務連絡 

2月以降の BCAO関西支部会合についてのスケジュールについて 

 

 2/17（水）大阪市中央公会堂 2F 第 6、7会議室  

 3/16（水）BCAO 10周年行事のため 支部会合はなし 

 4/19（火）大阪市中央公会堂 地下 1F 第 3会議室 

 5/18（水）大阪市中央公会堂 2F 第 6、7会議室  

 6/14（火）大阪市中央公会堂 地下 1F 第 4会議室 

 7/20（水）大阪市中央公会堂 地下 1F 第 2会議室 

 

 

― 以上 ― 


